



吾殺は獄である J ' 「坊っちゃんJ ' 「心j という作品は、白木人によく親しまれている
。最初の小説「猫j のときから、激石は優れた才能と技術を見せる．しかし、そのころの
ユーモアと風刺はだんだんと変わっていく．激石の晩年に、彼の文学は暗さを帯びてくる



















これはお延のエゴイズムを表わすものである。第 7 8 章に書いであるように「誰でも構
わない、自分のこうと思い込んだ人を飽くまで愛する事によって、その人に飽くまで自分















































。沖 Ill の入院している部屋でお延とお秀が対決するシーンが「明暗J のクライマックスと
いえよう。激石はこの場而で起こる喧時をとおして「明暗』の根本的なテーマ、つまり津
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